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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】運転者の車灯の切り替え誤りに起因する事故を
なくすことができるヘッドランプの色温度制御モジュー
ルを提供する。
【解決手段】移動車体の上に設置されるヘッドランプの
色温度制御モジュールであって、ヘッドランプの色温度
制御モジュールが、発光素子１０、センサー素子２０お
よび発光素子とセンサー素子に電気的に接続される自動
切替素子を含んで構成され、発光素子が低透過の発光源
１１、および低透過の発光源に隣接する高透過の発光源
１２を含んで構成され、センサー素子が移動車体の周囲
環境を検知して検知信号を発信し、自動切替素子がセン
サー素子から発信された検知信号を受信し、低透過の発
光源と高透過の発光源の切り替えを制御する。
【選択図】図４
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　一つの移動車体の上に設置されるヘッドランプの色温度制御モジュールであって、前記
ヘッドランプの色温度制御モジュールが、一つの発光素子，一つのセンサー素子および前
記発光素子と前記センサー素子に電気的に接続される一つの自動切替素子を含んで構成さ
れ、前記発光素子が一つの低透過の発光源および一つの前記低透過の発光源に隣接する高
透過の発光源を含んで構成され、前記センサー素子が前記移動車体の周囲環境を検知して
検知信号を一つ発信し、前記自動切替素子が前記センサー素子から発信された前記検知信
号を受信し、前記低透過の発光源と前記高透過の発光源の切り替えを制御することを特徴
とするヘッドランプの色温度制御モジュール。
 
【請求項２】
　前記発光素子が発光ダイオードであることを特徴とする請求項１に記載のヘッドランプ
の色温度制御モジュール。
 
【請求項３】
　前記検知信号が、一つの低透過の光切替信号と一つの高透過の光切替信号を含んで構成
され、前記自動切替素子が漸進光線制御ユニットを一つ含んで構成され、前記自動切替素
子内における前記漸進光線制御ユニットが、前記低透過の光切替信号を受信する時に、前
記低透過の発光源を、次第に明るく点灯するように制御し、前記漸進光線制御ユニットが
前記高透過の光切替信号を受信する時に、前記高透過の発光源を、次第に明るく点灯する
ように制御することを特徴とする請求項１に記載のヘッドランプの色温度制御モジュール
。
 
【請求項４】
　前記センサー素子が、湿度センサユニットを一つ含んでなることを特徴とする請求項１
に記載のヘッドランプの色温度制御モジュール。
 
【請求項５】
　前記センサー素子が、環境可視度センサユニットを一つ含んで構成されことを特徴とす
る請求項１に記載のヘッドランプの色温度制御モジュール。
 
【請求項６】
　さらに、前記センサー素子に電気的に接続される補助センサー素子を一つ含んで構成さ
れ、前記補助センサー素子は、前記センサー素子が前記移動車体の周囲環境を検知するよ
うに補助し、前記補助センサー素子と前記センサー素子が何れも所定の値に達する時に、
前記センサー素子が前記検知信号を発信することを特徴とする請求項１に記載のヘッドラ
ンプの色温度制御モジュール。
 
【請求項７】
　前記補助センサー素子が、一つのネットワーク受取ユニットと一つのネットワーク伝送
ユニットを含んで構成され、前記ネットワーク受取ユニットが、クラウドから前記移動車
体の所在地の環境情報を受信し、かつ前記ネットワーク伝送ユニットが、前記移動車体の
所在地の環境情報を送信することを特徴とする請求項６に記載のヘッドランプの色温度制
御モジュール。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、ヘッドランプの色温度制御モジュールに係り、より詳しくは、周囲環境によ
り適切な発光ができるヘッドランプの色温度制御モジュールに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　自動車は機動性の高い輸送手段であり、外出時には歩行の代わる第一の選択となる。運
転時の安全性を向上するために、自動車には車灯が設置され、ヘッドランプが道路前方を
照らし、テールランプが後方からの追突を防止する。一般的に、車両のヘッドランプは白
光と黄光の２種類を選択できる。白光を選択するのは、晴れた夜の時で、これにより照明
効果が良くなり、好ましい視野の広さと可視度が得られる。天気の状況が悪く、例えば雨
が降りあるいは霧が出る時には、白光は光学特性により反射が発生しやすく、可視度が大
幅に低減する。そのため、黄光を選択するのは、霧が出るか雨が降る時で、反射を避ける
ためである。黄光の選択により、より好ましい可視度が得られるが、晴れた夜の時には、
その照明効果が白光よりも優先的ではない。
【０００３】
　現行の車両では、白光をヘッドランプの光源として使用し、黄光をフォグランプの光源
として使用する。晴れた夜の時は、ヘッドランプの光源を使用して照明を行ない、雨が降
るかあるいは霧が出た時は、フォグランプの光源をさらに点灯させ、可視度を増加させる
。フォグランプは、照明の補助にあって、完全にヘッドランプの代わりをするものではな
い。そのため白光のヘッドランプと黄光のフォグランプを同時に点灯させるので、雨天の
場合、運転者は、依然として白光が雨水に反射されてまぶしく、可視度に影響を及ぼすと
の問題がある。
【０００４】
　色温度を調整可能な照明器具が、例えば米国特許公告の第８２７４２３０号の「ＬＥＤ
　ｌａｍｐ　ａｐｐａｒａｔｕｓ　ａｎｄ　ｍｅｔｈｏｄ　ｆｏｒ　ａｄｊｕｓｔｉｎｇ
　ｃｏｌｏｒ　ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ　ｏｆ　ＬＥＤ　ｍｏｄｕｌｅ　ｔｈｅｒｅｉｎ
」に記載される。複数個の発光ダイオード列、発光ダイオード列に対応する複数個のドラ
イバー、及び、複数個のドライバーに接続される一つのコントローラーからなる。このコ
ントローラーが複数個の信号をこれらのドライバーへ発信し、各ドライバーが、これらの
信号にしたがって出力電流を調整し、発光ダイオード列の色温度を調整する。
【０００５】
　しかしながら、この照明器具の車灯は、色温度を切り替える必要がある時に、運転者が
切り替え操作を行なう。周囲環境が変更する時、運転者は、前方の道路状況を注意するこ
との他に、車灯の切り替えにも注意する必要がある。そのため、事故の発生を招きやすい
。うっかり誤って切り替えると、例えば大雨時に色温度の比較的高い白光に切り替えるな
ら、運転の安全性にも影響を及ぼすことになる。従って、運転者の切り替え誤りをなくし
、運転の安全性を維持することが緊急の課題となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許第８２７４２３０号
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
　本考案の目的は、運転者の車灯の切り替え誤りに起因する事故をなくすことができるヘ
ッドランプの色温度制御モジュールを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本考案によるヘッドランプの色温度制御モジュールは、一つの移動車体の上に設置され
るヘッドランプの色温度制御モジュールであって、前記ヘッドランプの色温度制御モジュ
ールが、一つの発光素子，一つのセンサー素子および前記発光素子と前記センサー素子に
電気的に接続される一つの自動切替素子を含んで構成され、前記発光素子が一つの低透過
の発光源および一つの前記低透過の発光源に隣接する高透過の発光源を含んで構成され、
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前記センサー素子が前記移動車体の周囲環境を検知して検知信号を一つ発信し、前記自動
切替素子が前記センサー素子から発信された前記検知信号を受信し、前記低透過の発光源
と前記高透過の発光源の切り替えを制御することを特徴とする。
【０００９】
　前記発光素子が発光ダイオードであることを特徴とする。
【００１０】
　前記検知信号が、一つの低透過の光切替信号と一つの高透過の光切替信号を含んで構成
され、前記自動切替素子が漸進光線制御ユニットを一つ含んで構成され、前記自動切替素
子内における前記漸進光線制御ユニットが、前記低透過の光切替信号を受信する時に、前
記低透過の発光源を、次第に明るく点灯するように制御し、前記漸進光線制御ユニットが
前記高透過の光切替信号を受信する時に、前記高透過の発光源を、次第に明るく点灯する
ように制御することを特徴とする。
【００１１】
　前記センサー素子が、湿度センサユニットを一つ含んでなることを特徴とする。
【００１２】
　前記センサー素子が、環境可視度センサユニットを一つ含んで構成されことを特徴とす
る。
【００１３】
　さらに、前記センサー素子に電気的に接続される補助センサー素子を一つ含んで構成さ
れ、前記補助センサー素子は、前記センサー素子が前記移動車体の周囲環境を検知するよ
うに補助し、前記補助センサー素子と前記センサー素子が何れも所定の値に達する時に、
前記センサー素子が前記検知信号を発信することを特徴とする。
【００１４】
　前記補助センサー素子が、一つのネットワーク受取ユニットと一つのネットワーク伝送
ユニットを含んで構成され、前記ネットワーク受取ユニットが、クラウドから前記移動車
体の所在地の環境情報を受信し、かつ前記ネットワーク伝送ユニットが、前記移動車体の
所在地の環境情報を送信することを特徴とする。
【考案の効果】
【００１５】
　本考案は、センサー素子が移動車体の周囲環境を検知することにより、自動切替素子へ
検知信号を発信し、ひいては低透過の発光源と高透過の発光源の切り替えを制御すること
により、運転者が注意しながら車灯を切り替える必要がなく、かつ車灯の切り替え時の視
界の混乱がなく、運転の安全性を向上させ、事故の発生を低減できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本考案によるヘッドランプの外観構造模式図である。実施例１
【図２】本考案による機能ブロック模式図である。実施例２
【図３】本考案による機能ブロック模式図である。実施例３
【図４】本考案を自動車に応用した場合の外観構造模式図である。
【図５】本考案によるヘッドランプの外観構造模式図である。実施例４
【図６】本考案によるヘッドランプの外観構造模式図である。実施例５
【考案を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面を参照して、本考案によるヘッドランプの色温度制御モジュールを説明する
。
【実施例】
【００１８】
　図１～図４に示すように、本考案のヘッドランプの色温度制御モジュールは、一つの移
動車体５０の上に設置され、ヘッドランプの色温度制御モジュールが、一つの発光素子１
０、一つのセンサー素子２０、および発光素子１０と、センサー素子２０に電気的に接続
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される一つの自動切替素子３０を含んで構成される。発光素子１０が発光ダイオードで、
一つの低透過の発光源１１および一つの低透過の発光源１１に隣接する高透過の発光源１
２を含んで構成される。センサー素子２０が移動車体５０の周囲環境を検知して自動切替
素子３０へ検知信号を一つ発信し、自動切替素子３０がセンサー素子２０から発信された
検知信号を受信することにより、低透過の発光源１１と高透過の発光源１２の切り替えを
制御する。従って運転者が自動車を運転する時に、注意を分散して光源を切り替える必要
がない。かつ狼狽・混乱の状況下で、運転者が光源を切り替えることや、車灯を誤って切
り替えることもない。そのため運転の安全性が向上し、かつ事故の発生を低減できる。こ
の実施例では、高透過の発光源１２が中央に位置し、低透過の発光源１１が複数個でかつ
高透過の発光源１２を囲み、さらにセンサー素子２０が、移動車体５０のヘッドランプの
横に設置される。これに限られず、センサー素子２０は、移動車体５０の周囲環境を検知
できる場所であれば、何れも場所、例えばエンジン・フードなどに設置してもよい。
【００１９】
　図２は、本考案による機能ブロック模式図（実施例２）で、センサー素子２０が湿度セ
ンサユニット２１を一つ含む。これにより、移動車体５０の周囲環境の湿度を検知し、湿
度が所定の値に達すると、センサー素子２０が検知信号を発信する。検知信号には、一つ
の低透過の光切替信号と、一つの高透過の光切替信号を含む。自動切替素子３０が、低透
過の光切替信号を受信すると、自動切替素子３０の一つの漸進光線制御ユニット３１が、
低透過の発光源１１を次第に明るく点灯するよう制御する。低透過の発光源１１が標準光
度値まで達すると、高透過の発光源１２が次第に暗く消灯できる。自動切替素子３０が高
透過の光切替信号を受信すると、漸進光線制御ユニット３１が高透過の発光源１２を次第
に明るく点灯するよう制御する。高透過の発光源１２が標準光度値まで達すると、低透過
の発光源１１が次第に暗く消灯できる。このように、低透過の発光源１１と高透過の発光
源１２の瞬時の切り替えにより、運転者の目が適応できない状態となって、事故を招くこ
とが避けられる。
【００２０】
　低透過の発光源１１と高透過の発光源１２が、明るく点灯する動作および暗く消灯する
動作を同時に行ってもよい。即ち自動切替素子３０が低透過の光切替信号を受信する時に
、漸進光線制御ユニット３１が低透過の発光源１１を、次第に明るく点灯するように制御
でき、これと同時に高透過の発光源１２が次第に暗く消灯する。低透過の発光源１１と高
透過の発光源１２との切り替え方式は、これに限らない。
【００２１】
　図２の実施例では、センサー素子２０は、電気的に接続される補助センサー素子４０を
一つ含む。補助センサー素子４０とセンサー素子２０は、どちらも所定の値に達する時、
センサー素子２０が検知信号を発信する。これにより誤検知を低減でき、発光素子１０の
切り替え検知を確実に行なえる。図２の実施例では、補助センサー素子４０は環境可視度
センサユニット４１を一つ含む。これにより、周囲環境の可視度を検知できる。
【００２２】
　センサー素子２０と補助センサー素子４０に、湿度センサユニット２１と環境可視度セ
ンサユニット４１を分担して持たせなくてもよい。図３（実施例３）に示すように、セン
サー素子２０に、環境可視度センサユニット２２を一つ含んでもよい。そして補助センサ
ー素子４０に、互いに対応する一つのネットワーク受取ユニット４２と、一つのネットワ
ーク伝送ユニット４３を含むとしてもよい。ネットワーク受取ユニット４２が、クラウド
から移動車体５０の所在地の環境情報を受信できる。さらに、ネットワーク伝送ユニット
４３により、移動車体５０の所在地の情報をクラウドへ送信し、これにより、ネットワー
クの上に環境データベースから、所定の時間内に、車両の場所・時間に関する環境情報を
受信する。このようにして、車両が経由した地区の環境情報をアップロードかつダウンロ
ードすることにより、インターネットを形成する。
【００２３】
　補助センサー素子４０は、センサー素子２０が移動車体５０の周囲環境を検知するよう
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に補助する。図２の例では、センサー素子２０に設けられる湿度センサユニット２１と、
補助センサー素子４０に設けられる環境可視度センサユニット４１が、互いに組み合わせ
て使用される。これを変更し、図３に示すように、センサー素子２０が環境可視度センサ
ユニット２２を含み、補助センサー素子４０は、ネットワーク伝送ユニット４３とネット
ワーク受取ユニット４２を含む構成とする。検知の正確率を向上させ、かつ運転の安全性
を増加させる。補助センサー素子４０がセンサー素子２０の周囲に設置され、あるいは、
補助センサー素子４０とセンサー素子２０が、複数個でかつ一定の距離を置いて設けられ
てもよい。図４に示すように、移動車体５０のヘッドランプが、左右何れも一つの補助セ
ンサー素子４０とセンサー素子２０を有しており、従ってこれらの補助センサー素子４０
とこれらのセンサー素子２０が何れも所定の値に達する時に、検知信号を発信するなら、
検知の正確率を向上し、誤判断の確率を低減できる。
【００２４】
　図５と図６は、本考案の実施例４と実施例５である。図５に示すように、低透過の発光
源１１と高透過の発光源１２が複数個設けられ、交互に交差して配列される。これらの低
透過の発光源１１の周囲が何れも高透過の発光源１２となり、これらの高透過の発光源１
２の周囲も、これらの低透過の発光源となる。そして図６に示すように、低透過の発光源
１１と高透過の発光源１２が同様に複数個で、これらの低透過の発光源１１とこれらの高
透過の発光源１２が上下に排列される。低透過の発光源１１と高透過の発光源１２は、他
の配列を採用してもよく、これに限らない。
【００２５】
　上記をまとめると、本考案は以下の（１）～（５）の特長を有する。
（１）センサー素子が移動車体の周囲環境を検知することにより、検知信号を発信し、低
透過の発光源と高透過の発光源の切替を制御することにより、運転者が自動車を運転する
時に、注意を分散して光源を切り替える必要がなく、狼狽・混乱の状況下、運転者が光源
を誤って切り替えることがなく、運転の安全性を向上させ、事故の発生を低減できる。
（２）漸進光線制御ユニットが、低透過の発光源と高透過の発光源を、次第に明るく点灯
し、かつ次第に暗く消灯するように制御するので、運転者の目が光線の変更に適応でき、
光源が突然に変更されることで、目が適応できず事故を招くことが低減できる。
【００２６】
（３）補助センサー素子は、センサユニットの判断の補助を行なうので、検知の正確率を
向上し、かつ運転の安全性を増加できる。
（４）ネットワーク受取ユニットとネットワーク伝送ユニットとの互いに対応する設置に
より、他の車両から発信された環境情報を受信し、他の車両を補助して周囲環境に対する
判断を行ない、自他共に便利なインターネットを形成できる。
【００２７】
（５）補助センサー素子とセンサー素子を設置し、これらの補助センサー素子とこれらの
センサー素子が所定の値に達する時に、検知信号を発信することにより、検知の正確率を
向上させ、誤判断の確率を低減できる。
【産業上の利用可能性】
【００２８】
　本考案によるヘッドランプの色温度制御モジュールは、自動車のヘッドランプとして好
適である。
【符号の説明】
【００２９】
　１０　　発光素子
　１１　　低透過の発光源
　１２　　高透過の発光源
　２０　　センサー素子
　２１　　湿度センサユニット
　２２　　環境可視度センサユニット
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　３０　　自動切替素子
　３１　　漸進光線制御ユニット
　４０　　補助センサー素子
　４１　　環境可視度センサユニット
　４２　　ネットワーク受取ユニット
　４３　　ネットワーク伝送ユニット
　５０　　移動車体

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】
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